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大学生の運動習慣がNK細 胞活性 と血液性状に及ぼす影響

井 瀧千 恵子1,門 間 正子1,許 栄海2,小 田 史郎3,森 谷 禦3,武 田 秀勝4

札幌医科大学保健医療学部看護学科1

湧永製薬株式会社ヘルスケア研究所薬理安全性研究室2

北海道大学(院)教 育学研究科健康スポーツ科学講座3

札幌医科大学保健医療学部理学療法学科4

本研究は、 日常的に運動 を週2回 以上行い、かつ6ヶ 月以上継続 している習慣の有無により、21名 の

大学生 を運動習慣群 と非運動習慣群に群別 し、=運動習慣群 と非運動習慣群のNK細 胞活性および血液性

状 を比較 し、以下の結果を得た。

二群問の身体特性 には差は認め られなかった。免疫能では二群間のNK細 胞活性に有意な差は認め ら

れなかったが、運動習慣群で若干高い値が観察された。また、白血球血液像では、運動習慣群で、好中

球分画が高い傾向を示 した(p<0.05)。

二群問で血清脂質に有意な差は認められなかった。 しかし、運動習慣群でHDLコ レステロール値が高

く、非運動習慣群で血清総 コレステロール値、LDLコ レステロール値が高 く観察された。

以上のことから、免疫能の向上や血中脂質の改善に対 して、習慣的な運動 を健康教育に活用すること

により、効果が期待で きると考える。

〈索引用語〉大学生、運動習慣、NK細 胞活性、血液性状

1.緒 言

運動習慣 は体力の保持増進のみならず、生活習慣病の

予防や改善の手段 として推進 されている。そのため、運

動の有効性 は看護 の場面において もしば しば用い られ

る。運動不足は生活習慣病の要因 として、重要な位置を

占めていると考えられ1)2)、運動不足か ら生 じる肥満は、

糖尿病や高脂血症の発症 に深 く関与 している3)。このよ

うな生活習慣病は、長期 にわたる生活習慣によってもた

らされるものである。生活習慣 は小児期に獲得するもの

が大半であ り、その延長上の嗜好や仕事などの 日常生活

における必然性が加 わって形成される4)。すでに獲得 さ

れた生活習慣ではあるが、大学生 という時期 は親元を離

れて一人暮 らしを始める時期でもあ り、ライフスタイル

は乱れやすい`)。そのため青年期の的確な動機付けは生

活習慣病予防のための健康教育 に有効であると考 える。

本研究は、大学生の運動習慣 に着 目し、運動習慣の有無

が成人のNK細 胞活性および血液性状 に及ぼす基礎的資

料を得 ることを目的 とした。

∬.方 法

対象:本 研究の 目的 ・趣旨を説明し、承諾の得 られた21

名の大学生男子(平 均年齢22.6±4.4歳 、18～34歳)に 対

し、平成11年6月 に行った。 日常的にクラブ活動等で週

2回 以上行いかつ6ヶ 月以上継続 している運動習慣があ

る群(以 下、運動習慣群 と略す)と 、運動を行 う習慣の

ない群(以 下、非運動習慣群 と略す)の 比較 を試みた。

測定項 目:末 梢血中のNK細 胞活性 と白血球血液像お よ

び血清総コレステロール値、HDLコ レステロール値、中

性脂肪を測定 した。対象者は血液検査の前夜 より絶飲食

の状態で、末梢血は午前9時 に肘静脈か ら採血 し、分析

に供 した。なおBodyMassIndex(以 下、BMIと 略す)、

NK細 胞活性 とLDLコ レステロール値は下記 の式により

算出した。

著者連絡先 井瀧千恵子060-8556札 幌市中央区南1条 西17丁 目 札幌医科大学保健医療学部看護学科
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BMI:BMI=体 重(kg)/身 長(m)2

NK細 胞 活 性 の 測 定:肘 静 脈 血 を用 い51Cr遊 離 法 に よ っ て

測 定 し た 。 ヒ トNK細 胞(K562)を 放 射 性 化 合 物Na,

51CrO
、で標 識 し、 この 標 識 細 胞 が エ フ ェ ク ター 細 胞 に よ

り傷 害 さ れ た 際 に 放 出 され る上 清 中 の51Crを 測 定 した 。

次 の式 を用 い て%特 異 的51Cr放 出値 をNK細 胞 活 性 値 とみ

な して 算 出 した 。%特 異 的51Cr放 出 値;NK細 胞 活 性 値=

(5'Cr実 験 解 離 一51Cr自 然 解 離)/(5'Cr最 大 解 離 一51Cr自

然 解 離)×100

LDLコ レス テ ロ ー ル 値:LDLコ レ ス テ ロ ー ル(mg/dl)

=総 コ レス テ 『ロー ル(mg/dl)-HDLコ レ ス テ ロ ー ル 値

(mg/dl)一 中性 脂 肪(mg/dl)/5(Friedewaldの 式)6)

統 計 処 理:デ ー タの 分 析 は"SPSS10.OJforWindows"

を使 用 し、 群 問 の 比 較 はt検 定(Student-t-test)を 行

っ た 。

皿.結 果

1.調 査対象の身体特性

対象は運動習慣群が11名 、非=運動習慣群が10名 である。

対象者 の身長、体重、BMIは 表1に 示 した通 りである。

身長、体重、BMIの いずれの項 目も運動習慣群、非運動

習慣群 に有意な差は認め られなかった。BMIの 分布は図

1に 示 した通 りである。全体では22.0±3.7、 運動習慣群

で21.1±2.2、非運動習慣群23.0±4.2で あった 。

2.NK細 胞 活 性

NK細 胞 活 性 は 図2に 示 し た とお りで あ る 。 全 体 で

36.7±17.8%、 運 動 習 慣 群 で39.3±20.6%、 非 運 動 習 慣 群

で33.8±17.4%で あ り、 群 問 に有 意 差 は認 め られ な か っ

た 。

3.血 液'性斗犬

白血 球 血 液 像 に つ い て は 表2に 示 し た と お りで あ る 。

好 中球 は 、 全 体 で58.8±7.8%、 運 動 習 慣 群 で62.5±7.2%、

非 運 動 習 慣 群 で54.7±6.4%で あ り、 有 意 差 が 認 め られ た

(p<0.05)。 リ ンパ 球 、 好 酸 球 、 好 塩 基 球 、 単 球 の 項 目

で は、 運 動 習 慣 群 、 非 運 動 習 慣 群 に 有 意 差 は認 め られ な

か っ た 。

表1.身 体 的特徴 表2.白 血球血液像

身長(cm)体 重(kg)BodyMasslndex リンパ球 好中球 好酸球 好塩基球 単球

全 体(n=21)S70.5±5.664.0±10.222.0±3,7

運 動 習 慣 群(n・11)170.0±6.360.9±7.521.1±2.2

非 運 動 習 慣 群(n=10)171.1±5.067.4±11.923.0±4.2

全体(n=21)29.8±5.8

運動習慣群(n=11)27.5±5.3

非運動習慣群(n=10)32.4±5.5

58.8±7.84.4±3.2

:1:蒐1:1]*:::11:;

0.6±0.56.2±1.8

0.7±0.56.2±1.8

0.8±0.56、3±1.7

mean±SD (%)

mean±SD

*=p<0.05

血 清 脂 質 につ い て は表3に 示 し た通 りで あ る 。 血 清 総

コ レス テ ロ ー ル 値 は 、 全 体 で163.8±21.8mg/d1、 運 動 習

慣 群 で160.9±17.Omg/dl、 非 運 動 習 慣 群 で167.0±

26.7mg/dlで あ っ た 。 且DLコ レス テ ロ ー ル 値 は 、 全 体 で

58.2±10.8mg/d1、 運 動 習 慣 群 で62.4±11.7mg/dl、 非 運

動 習 慣 群 で53.7±7.8mg/dlで あ っ た 。 中性 脂 肪 は、 全 体

表3.血 清 脂 質

血清総コレステロールHDLコ レステロール 中性脂肪LDLコ レステロール

や せ

(～19.2)

正 常 軽 度 肥 満

(19.2～24.2)(24.2～26,4)

肥 満

(26.4～)

全体(n=21)163.8±21.8

運動習慣群(n=11)160.9±17.0

非運動習慣群(n=10)167.0±26.7

58.2±10.896.6±41.486.3±21.1

62.4±11.797.2±35.779.1±13.7

53.7±7.895.9±49.094.1±25.6

(mg/dl)

mean±SD

一24一



札幌医科大学保健医療学部紀要 第4号2001

で96.6±21.1mg/dl、 運 動 習 慣 群 で97.2±35.7mg/dl、 非

運 動 習 慣 群 で95.9mg/dl、 非 運 動 習 慣 群 で95.7±

49.Omg/dlで あ っ た 。LDLコ レス テ ロ ー ル 値 は、 全 体 で

86.3±21.1mg/dl、 運 動 習 慣 群 で79.1±13.7mg/dl、 非 運

動 習 慣 群 で94.1±25.6mg/dlで あ っ た 。 血 清 総 コ レ ス テ ロ

ー ル値 、HDLコ レス テ ロ ー ル値 、 中性 脂 肪 、LDLコ レス

テ ロ ー ル値 の い ず れ の 項 目 も運 動 習 慣 群 、 非 運 動 習 慣 群

に有 意 差 は認 め られ な か っ た 。HDLコ レ ス テ ロー ル値 は

運 動 習 慣 群 で 高 く、 血 清 総 コ レス テ ロ ー ル 値 とLDLコ レ

ス テ ロ ー ル値 は 非 運 動 習 慣 群 で 高 い 傾 向 を示 した 。

】v.考 察

1.身 体特性の概要

運動習慣群、非運動習慣群では、身長、体重、BMIの

いずれの項 目においても有意差 は認められなかった。 し

か し、BMIを 見ると、運動習慣群のBMIの 平均値は、 日

本肥満学会で標準 と定める22を 下回ってお り、非運動習

慣群ではそれを上回る結果であった。また肥満が3名 い

ることも非運動習慣群の特徴であると言える。習慣的に

運動を行 うことは運動不足の解消につながると考えられ

る。生活習慣病 と運動習慣が関係するものとしては、糖

尿病、高血圧症、高脂血症、肥満がある。今回の調査で

は、肥満 は自覚で きるものであるにも関わらず、運動習

慣 を持つ割合が低 いという報告7)と 同様な傾向が観察さ

れた。運動を行 う習慣がない者は運動不足にな りやす く、

さらに肥満に傾 きやすい と考えられる。今後、対象者が

年齢を重ねることによって、過体重や肥満の割合が増え

る7)こ とが予想 されるため、運動習慣 を含む生活習慣を

再考する必要があると考える。

2.免 疫能

NK細 胞活性 は、運動習慣群、非運動習慣群 に有意差

は認め られなかった。 これはBrahmiら8)の トレーニ ン

グを施行 している男性 と、非 トレーニ ング群の男女を比

較 した結果、NK細 胞活性に差 を認めなかった とい う報

告 と同様であった。一方で、高度な トレーニングを受け

た自転車競技者 とトレーニングをしていない対象におけ

る安静時のNK細 胞活性では、 トレーニング群のNK細 胞

活性が非 トレーニング群に比較 し有意 に高い結果 も報告

されている9)。これ らの ことから、先行研究においても

習慣的な運動 はNK細 胞活性 に与える影響 としての一致

はみられないが、本研究の結果か ら統計的には有意では

ないが、 トレーニング群が高い値 を示 したことか ら、運

動習慣が免疫能の活性に有効な影響を与える可能性が推

察 される。

白血球血液像では、好中球にのみ統計学的に有意差が

認め られた(P<0.05)。 運動期 間の長 さや運動強度の程

度に関わらず、運動負荷 に伴い循環血液中の白血球の増

加が見 られ、それは主に好中球の増加である10)。好中球

は貧食能 を有 し、生体防御に対 し重要視されている。従

って、運動習慣群で好 中球が有意に高い値 を示 したこと

は、細菌による初期感染の段階では免疫機能が高 く維持

されていることが推測される。

以上から運動習慣 とNK細 胞活性および白血球血液像

の関連 は明 らかではないが、軽 ・中等度の運動が免疫系

にプラスの効果をもた らす ことが明 らかにされているこ

とからも、習慣 としての運動を薦めていくことは免疫能

の向上として健康教育に活用で き、効果が期待できると

考える。

3.血 清脂質

血清脂質の血清総 コレステロール値、HDLコ レステロ

ール値、中性脂肪、LDLコ レステロール値のいずれの項

目でも有意差 は認められなかった。群別の平均値を見る

と、HDLコ レステロール値は運動習慣群で高 く、血清総

コレステロール値およびLDLコ レステロール値 は非運動

習慣群で高い値が観察された。運動習慣 と血清脂質の関

係では、運動 によりHDLコ レステロール値が増加するこ

とはすでに知 られてお り11)、軽 ・中度運動 を継続するこ

とは、血中の脂質改善に役 に立つ。特 に非運動習慣群の

中にBMI、 血清総 コレステロール値、中性脂肪、LDLコ

レステロール値が基準値 を超える事例 に対 しては、積極

的な運動の導入 に介入する必要があると考える。これ ら

をふまえ、習慣的な運動を健康教育に活用することが期

待 される。

今回は単回で運動習慣群 と非運動習慣群の比較を行っ

た。対象の生理的状態 により、血液性状は影響を受ける

ため、今後の研究においては追跡的に研究する必要性が

示唆された。

V.ま と め

本研究 は大学生の運動習慣群 と非運動習慣群のNK細

胞活性および血液性状を比較 した。以下の結果 を得た。

1)運 動習慣群 と非運動習慣群の身体特性 には差 は認め

られなかった。ただ し非運動習慣群に肥満が3名 含

まれていた。

2)運 動習慣群 と非運動習慣群で、NK細 胞活性に差は

認め られなかった。運動習慣群で若干高い値が観察

された。

3)運 動習慣群が非運動習慣群に比べて、好中球分画が

高い傾向を示した(P<0.05)。

4)運 動習慣群 と非運動習慣群で血清脂質に差 は認めら

れなかった。ただし運動習慣群で且DLコ レステロー

ル値が高 く観察された。非運動習慣群で血清総 コレ

ステロール値、LDLコ レステロール値が高 く観察さ

れた。
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Abstract

WestudiedtheeffectofNKcellactivityandthebloodcomponentowingtoexercisehabitsin

twentザoneuniversitystudents.Wecomparedatrainedgroupwithanuntrainedgroup.The

resultsobtainedwereasfollows:

ThetwogroupswerenotsignificantlydifferentinbodycharacteristicsordifferentintheirNKcell

activity.且owever,aslightlyhighervaluewasobservedwiththetrainedgroup.Neutrophilwas

significantlyhigherinthetrainedgroup(p<0.05).Thetwogroupswerenotdifferentintheirserum

lipidlevel.However,intheHDLcholesterolvalue,thetrainedgroupwashigherthantheuntrained

group.AsfortheserumtotalcholesterolvalueandLDLcholesterolvalue,theuntrainedgroupwas

higherthanthetrainedgroup.

Theseresultssuggestedthatregularexercisehabitswereeffectivefortheimprovementofthe

overallimmunitysystemandlipidlevel.

Keywords:Universitystudents,Exercisehabits,NKcellactivity,Bloodcomponent
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